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要 約

この論文の目的は次の3つ の問い;i健 康に気をつけて行動 している人の自己充実的達成動機 は高い、ii自 覚

的な健康状態がよい人の自己充実的達成動機 も高い、iii自己充実的達成動機測定尺度が生活習慣改善への意欲を

測定 しうる、について検討することである。中高年女性に対 して自己充実的達成動機尺度、 自覚的健康度(簡 略

式更年期指数SMIを 用いて測定)、 日常生活習慣などについて質問紙調査を実施 し、132名 の分析から以下の結

果および示唆を得た。

1)自 己充実的達成動機と生活習慣各項目との関連では、栄養バランス、塩分 ・野菜 ・果物の摂取に関して、健

康 によい習慣をもつ群の自己充実的達成動機が有意に高かった。 したがって、iは 部分的に支持 された。

2)自 己充実的達成動機と自覚的健康度(SMI得 点)と の間には有意な相関関係 は認められなかった。したがっ

て、iiは 支持されなかった。

3)本 研究結果およびこれまでの文献検討から、iiiについては、自己充実的達成動機尺度が生活習慣改善への意

欲の測定可能性をもつと考え られた。
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1は じ め に

生活習慣変容の動機づけを考える際には、Murrayが

提唱 し、後にMcClellandら によって 「ある文化におい

て価値があると認められる達成目標を成 し遂げること」

と定義 された達成動機 という概念1)が鍵 となる。 この達

成動機は、看護学の領域では看護者や看護学生の職務や

学習への動機づけの研究に用いられてきた2-4)。筆者 ら

はそのような達成動機研究を概観 しつつ、達成動機の考

え方が健康教育にも応用できる可能性を提案 した5)。

達成動機は、それを多角的に捉えようとする試みから、

日本においては堀野が自己充実的達成動機と競争的達成

動機 とに分けて捉えている6)。自己充実的達成動機 は自

分自身を高めたり深めたりするために努力するという側

面であり、また、競争的達成動機は他人 との競争に勝つ

ために努力するという側面である7)。筆者 らが特に自己

充実的達成動機に着目して行 った調査では、 自己充実的

達成動機が保健師の仕事上のエンパ ワメ ントを促進 して

いた8)。堀野 らは、自己充実的達成動機が高い人はソー

シャルサポー トを有効に活用 して抑 うつを形成 しないこ

とを示 している6)。このように、自己充実的達成動機は、

人がよりよい状態へ向かうための潜在力や資源活用力に

影響することが明らかにされてきてはいるものの、それ

を人々の健康 と関連づけた研究はまだ少ない。そこで、

健康を促進する生活習慣改善への動機づけに自己充実的

達成動機の概念を取 り入れて検討することは意義がある

と考えた。

自己充実的達成動機 と生活習慣や健康度との関係を検

討する対象 として、本研究では中高年女性に着目した。

中高年女性は、更年期症状に加えて子 どもの独立や老親

の介護など家族における役割が変化 し、種々の心理負担

や健康上の課題を抱えやすい時期である9一12)。中高年女

性の自覚的な健康状態や保健行動には、自分の力を引き

出 して健康や生活上の困難や障害に対処 しようとする意

欲が特に影響 していると予測 される10)ことか ら、自己充

実的達成動機の考えを取 り入れて検討する意義のある対

象であると考えた。

そこで本研究では、中高年女性を対象に、自己充実的
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達成動機 と生活習慣および自覚的健康度 との関連につい

て調査的に検討 した。検討のために用いたのは 「自己充

実的達成動機尺度」と独自に作成 した 「生活習慣調査項

目」および自覚的健康度を測定するための 「簡略式更年

期指数(SMI)」13,14)の三者である。 これらの関連を検討す

ると同時に、 これまでに適切な尺度が開発 されていな

い15)生活習慣改善への意欲を測定するための尺度として、

自己充実的達成動機尺度を用いることの有効性について

も検討 したい。具体的には、本論文において次の3つ の

問いについて検討する。1つ 目は好ましい生活習慣を実

行 している人、すなわち健康に気をつけて行動 している

人の自己充実的達成動機 は高いか、2つ 目は自覚的な健

康状態がよい人の自己充実的達成動機 も高いか、そ して

3つ 目は自己充実的達成動機測定尺度が生活習慣改善へ

の意欲を測定 しうるか、である。 ここで用 いる自己充実

的達成動機は、堀野 らの定義を取 り入れて、「他者 ・社

会の評価にはとらわれず、 自分なりの達成基準への到達

を目指そうとする意欲を指 し、困難や障害を克服 し、自

分の力をうまく引き出して物事を成 しうる準備状態のこ

とである。」と定義 した。

Ⅱ研 究 方 法

1)対 象と方法

調査の対象 としたのは名古屋市A区 の婦人会会員であ

る女性135名 である。平成11年6月 の2日 間にわたって

実施 した健康相談 ・体力測定等の機会に、健康相談票を

兼ねた自記式質問紙を配布 して回答を依頼 した。事前 に

婦人会に対 して調査の趣旨を説明 し、 自由意志による参

加を求めた。さらに当 日も書面にて研究趣旨を説明し、

同意 した対象者が質問紙に記入 した。質問紙の内容 は年

齢、仕事、要介護者の存在を含めた家族構成 という基本

項目と既往歴、出産経験、月経の規則性などの身体状態、

生活満足度である。生活満足度 は、「毎 日の生活に満足

していますか」という1項 目の直接的な質問を用いてそ

の回答を1～4点 の4段 階で評定するものであり、その

簡易さか らQOL調 査等において使用 されている16)。自

己充実的達成動機尺度、自覚的健康度の指標 として用い

た簡略更年期指数(SMI)、 独自に作成 した生活習慣項

目については下記に詳述する。

2)3つ の測定用具

(1)自 己充実的違成動機尺度

自己充実的達成動機測定尺度は、堀野 らが作成 した達

成動機測定尺度の下位尺度であり、「他者 ・社会の評価

にはとらわれず、自分なりの達成基準への到達を目指す

意欲」を測定する。 この尺度の信頼性については、堀野

らによって高 いα係数が確認されている6,7)。尺度は13

項目からなり、各設問に対 して 「全然あてはまらない」

から 「非常によくあてはまる」までを1～7点 の7段 階

で評定 し、13項 目の合計点(13～91点)を 自己充実的達

成動機得点 として用いる。点数が高いほど、自己充実的

達成動機が高いことを意味する。堀野 らによる自己充実

的達成動機尺度を表1に 示す。

② 自覚的健康度:簡 略式更年期指数(SMI)

自覚的健康度の測定には簡略式更年期指数(以 下、

SMIと 略す)を 用いた。 これは中高年女性の自覚症状

(不定愁訴)や 更年期症状を捉えるために、 日本人女性

を対象に開発された指標である脳)。10項 目の設問内容

は、エス トロゲン低下による血管運動神経障害様症状で

あるほてり、発汗、冷え、息切れ ・動悸の4項 目、精神 ・

環境的症状である不眠、興奮、憂鬱、眩量の4項 目、お

よび更年期に特有ではない倦怠、関節痛の2項 目である。

各設問に 「ない」「弱い」「中程度」「強い」の4段 階で

回答 したものを、定め られた計算方法 によって点数化

(0～100点)し て用いる。点数が高いほど自覚症状が強

い、つまり健康度が低いことを意味する。昨今、健康度

表1　 自己充実的達成動機尺度の項目(堀野による)

1.い つ も何か 目標 を持 って いた い。

2.決 め られた仕事 の中で も個性 を生か してや

りたい。

3.人 と競争す ることより、人 と比べ ることが

で きないような ことを して自分を生か したい。

4.ち ょっと した工夫 をす ることが好 きだ。

5.人 に勝つ ことより、 自分な りに一生 懸命や

ることが大事だ と思 う。

6.み んなに喜 んで も らえ るすば らしい ことを

したい。

7.何 で も手が けたことには最善 を尽 くしたい。

8.何 か小 さな ことで も自分に しかで きない こ

とを してみたい と思 う。

9.結 果 は気 に しないで何か を一生懸命 や って

みたい。

10.い ろ いろな ことを学んで 自分を深めた い。

11.今 日一 日何 を しよ うか と考え る ことは楽 し

い0

12.難 しい ことで も自分 な りに努力 してや って

み ようと思 う。

13.こ うい うことが したいなあと考 え るとわ く

わ くす る。



を評価する際には、客観的データによる身体的健康度よ

りも本研究で用いたような主観的 ・自覚的な健康度が重

視 されている17,18)。

⑧ 生活習慣

生活習慣の調査については、Breslowら が7つ の好ま

しい健康習慣(適 正な睡眠、喫煙 しない、適正体重の維

持、過度の飲酒を しない、定期的な運動、毎日の朝食、

間食を しない)を 報告 して以来、ここに労働時間や自覚

的ス トレス、栄養のバランスや塩分摂取などの食事に関

する設問を加えたものが用いられてきた16,17,19)。本研究

においてはBreslowの7項 目を基本項 目として用 いた

が、適正体重の維持については設問が不適切であり、分

析には用いなかった。 また、そこへ自覚的ス トレスを加

え、 さらに対象が婦人会会員であったことか ら、家庭で

の食事作りの主導権を握っている人が多いことを鑑みて、

食事への配慮に関する生活習慣を加えた。具体的には、

栄養バランスの配慮、塩分制限、魚 ・肉 ・野菜 ・果物類

の摂取頻度という6項 目である。設問は、13項 目(表3

参照)そ れぞれに対する実行の頻度や程度の回答を求め

るという方法を用いた。本研究では自覚的ス トレスは、

日常生活においてストレスを自覚する頻度、即ち生活習

慣 として捉 えた16)が、 健康度 の一 つ として捉 える見

方17,20)もある。 ここでは 「日頃の生活でス トレスを感 じ

ますか」 という質問に対 して 「ほとんどない」「少 しは

感 じる」「非常に多 く感 じる」の3段 階の選択肢を設け

た。

3)分 析の過程

調査対象 とした135名 の うち、独居者が1名 あり、生

活習慣 は家族構成によって影響を受けると考えて、 この

1名 を除外 した。また、この調査では自覚的な健康状態 ・

心理状態を尋ねる項目が主であることか ら、鬱病 と診断

されている1名 も除外 した。さらに調査内容に対する無

回答箇所の多い1名 を除外 し、132名 を分析対象とした。

分析に先立ち、対象者における自己充実的達成動機尺

度の一次元性を確認するために、主成分分析を行 った。

固有値1.0以 上の2成 分が抽出されたが、すべて第2成

分よりも第1成 分への負荷量が高 く、尺度の一次元性が

確認された。また、13項 目のα係数は0.91と高 く、信頼

性についても確認できた。そこで自己充実的達成動機 は

13項 目を合計 した得点を分析に用いた。またSMIは 定

められた計算方法13)による得点を分析に用いた。

自己充実的達成動機 と生活習慣、自覚的健康度と生活

習慣との関連は、生活習慣各項目の回答群ごとに、自己

充実的達成動機および自覚的健康度の平均値の差を、一

元配置分散分析またはt検 定によって分析した。ただし、

生活習慣各項 目のうち朝食については、1名 を除いて

「ほぼ毎 日食べている」 と回答 しており、回答分布に極

端な偏 りがあったため、平均値の差の検定は行わなかっ

た。自己充実的達成動機 と自覚的健康度との関連につい

ては、 ピアソン積率相関係数を用いて分析 した。統計処

理 にはSPSS9.0J　 for　Windowsを 用い、p<.05を もっ

て有意 とした。

皿 結 果

1)対 象者の特性

(1)全 体的な特性

分析対象者132名 の主な特性については表2に 示す。

平均年齢 ±標準偏差は50.3±5.3歳(範 囲139～60歳)

であり、64人(48.5%)が 何 らかの仕事を持 っていた。

家族内に要介護者がいるのは6人(12,1%)、 腰痛、貧

血、高血圧等何 らかの既往歴を もつのは72人(54.5%)

であった。更年期症状に対するホルモ ン療法を受けてい

る人や子宮摘出、乳癌など女性ホルモ ン関連の手術既往



者 も若干いた。 出産 は126人(95.5%)が 経験 し、平均

回数±標準偏差は2.3±0.7回であった。

日常生活習慣は、1名 を除き朝食をほぼ毎日食べてお

り、栄養バランスは 「考える」「少 しは考える」をあわ

せて132人(95.5%)で あった。間食は 「ほぼ毎 日」が48

人(36.4%)、 「時々」が71人(53.8%)、 塩分を 「控え

ない」 は34人(25.8%)で あった。飲酒は 「ほぼ毎 日」

が14人(10.6%)で あった。現在の喫煙者 は8人(6.1

%)、 週1回 以上の運動習慣ありは91人(68.9%)で あっ

た。平均睡眠時間±標準偏差は6.6±0.9時間であった。

自覚的な心理や健康の状態 としては、生活満足度の平

均点±標準偏差は2.5±0.8点(範 囲:1～4点)で あり、

50歳以上に高い傾向がみられた。

自覚的健康度の指標 として用いたSMIの 平均点±標

準偏差 は33.2±18。2点(範 囲:0～84点)で あり、エス

トロゲン低下の症状であるほてり、発汗、冷え、息切れ ・

動悸は45歳以上で高 く、更年期に特有ではない倦怠、関

節痛 は年齢に関わらず高かった。SMI得 点は年齢区分

による有意差がなく、既往歴の有無によると、あり群の

平均が38.0点、ない群の平均が27.4点 であり、既往歴が

ない群に比べてある群のSMI得 点が有意 に高 く(p<

。01)、自覚的健康度が低かった。

自己充実的達成動機の平均点±標準偏差は67.4±11.9

点(範 囲:31～91点)で あり、年齢、仕事の有無、既往

歴、介護の有無、出産経験、生活満足感による差はなかっ

た。

取の頻度、果物摂取の頻度(い ずれ もp<.01)、 および

塩分を控える(p<.05)で あった。いずれも、好ましい

生活習慣を実行 している群の方が、そうでない群よりも

自己充実的達成動機の平均点が有意に高かった。統計学

的に有意差は認められなかったものの、好ましい生活習

慣を実行 している群の自己充実的達成動機が高い傾向を

示 したものとして、魚類摂取の頻度、運動習慣があった。

飲酒については、「時々飲む」「月1回 以下」「ほぼ毎日」

の順に自己充実的達成動機の平均点が高いが、有意な差

ではなかった。喫煙 は132名中 「吸わない」が117名 と非

喫煙者が多いが、 自己充実的達成動機の平均点は 「やめ

た」群が最 も高 く、次いで 「吸わない」「吸う」の順で

低 くなる傾向があった。間食については 「ほとんど食べ

ない」「ほぼ毎日食べる」「時々食べる」の順に自己充実

的達成動機の平均点が高い傾向にあった。自覚的ス トレ

スは、本研究においては生活習慣の一項目として用いた

が、「少 しは感 じる」群の自己充実的達成動機の平均点

が最 も高 く、続いて 「ほとんどない」「非常に多 く感 じ

る」群であったが、有意な差ではなか った。睡眠につい

ては森本 らの分類17)を参考に、6時 間以内と6時 間を超

えている2群 間で比較 したが自己充実的達成動機の平均

点に有意差はなかった。

したが って、好ましい生活習慣を実行 している人、即

ち健康に気をつけて行動 している人の自己充実的達成動

機が高いことについては、一部の生活習慣項目か らは支

持された。

(2)生 活習慣とSMIで 測定 した自覚的健康度との関連

生活習慣 とSMIの 関係は表3に 示す。SMIの 平均点

に統計学的に有意な差が認められた生活習慣項目は、自

覚的ス トレス(p<.01)と 野菜の摂取(p<.05)で あっ

た。自覚的ス トレスは、多 く感 じる群ほど自覚的健康度

が低か った。野菜摂取の頻度が 「週に数回」と少ない群

はそれ以上の頻度の群に比べて自覚的健康度が低かった。

統計学的有意差はなか ったものの、他に生活習慣が良い

方が健康度が高いという傾向を示 したものとして栄養バ

ランスと間食があり、栄養バ ランスは 「考える」群の方

が 「考えない」群よりも自覚的健康度が高い傾向に、間

食は 「ほぼ毎日食べる」群の自覚的健康度が低い傾向に

あった。飲酒は 「時々」群の自覚的健康度がそれ以外の

群よりも高 く、喫煙は 「やめた」「吸う」「吸わない」の

順に自覚的健康度が高い傾向があった。

2)自 己充実的達成動機と生活習慣との関連

自己充実的達成動機と生活習慣との関連は表4に 示す。

自己充実的達成動機の平均点が統計学的に有意な差を示

した生活習慣項目は、栄養バ ランスへの気配 り、野菜摂

3)自 己充実的達成動機と自覚的健康度との関連

自己充実的達成動機と自覚的健康度との関連について

は、 ピアソン積率相関係数が-.066で あり、両者の間に

有意な相関関係は認められなか った。

したが って、健康度が高い人の自己充実的達成動機が

高いことは支持されなか った。

Ⅳ　考 察

1)生 活習慣および自覚的健康度から見た自己充実的連

成動機

いくつかの生活習慣項目において、好ましい生活習慣

を実行 している群の方がそうでない群よりも自己充実的

達成動機が高いことが示された。このことから、自分な

りの達成基準への到達を目指す意欲であり、困難や障害

を克服 し自分の力をうまく引き出 して物事をな し得る準

備状態である自己充実的達成動機は、健康に気をつけて

暮 らす行動と関連があることが示唆された。自己充実的

達成動機との関連が、主に食事を中心とした生活習慣項

目との間で見 られたことについては、調査項目として食



生活習慣項目

朝 食

栄養バランス

間 食

塩 分

魚 類

肉 類

野菜 類

果 物 類

飲 酒

喫 煙

運 動

睡 眠

自覚的ス トレス

表3　 生活習慣による自覚的健康度(SMIに よる)



表4　 生活習慣による自己充実的達成動機

選択項目(人数)

自己充実的達成動機の平均値と標準偏差



事に関す ることが多 く含まれていたこと、対象が家族 と

同居する中高年女性であり、家族の健康管理につながる

生活習慣、特に食事に配慮 して暮 らしている可能性が高

いことが考えられた。栄養バランスへの配慮、塩分摂取

の制限、野菜や果物の適切な摂取は、毎回の食事作 りに

おいて継続的に、根気強 く、意志を伴 って取 り組むこと

の必要な行動である。以上のことか ら、自己充実的達成

動機が、身近で日常的なレベルでの保健行動に関係 して

いる可能性があると考え られた。

生活習慣 に関連 して、統計学的有意差 こそ認められな

いものの、喫煙者および非喫煙者よりも喫煙を 「やめた」

人の自己充実的達成動機が高 く、かつ自覚的健康度がよ

いことも注目に値する。本研究の対象者は喫煙経験のな

い人が多数を占めていたが、別の集団への調査によって、

禁煙 という行動と自己充実的達成動機 との関係がより明

確になると考える。また自覚的ス トレスは、適度なス ト

レスを自覚 していることが生活習慣にとって望ましいと

いう考え方に基づいて生活習慣の一項目として扱われて

いるが、「ほとんどない」や 「非常に多 く感 じる」群に

比べ、「少 しは感 じる」群の自己充実的達成動機が高い

傾向にあり、このことも望ましい生活習慣 と自己充実的

達成動機との関連を示唆 している。

次に、自己充実的達成動機 と自覚的健康度の間には、

本研究では明確な関連は認め られなかった。 自己充実的

達成動機が高い人はソーシャルサポー トを有効に活用 し

て抑 うつを形成 しないという報告がある6)。このように、

自己充実的達成動機が、例えば自分の健康を守るために

ソーシャルサポー トを活用するという保健行動に関わる

潜在力や資源活用力に影響 して、間接的に健康度を高め

る可能性 もあろう。本研究は、比較的良好な生活習慣を

実施 しているという特徴をもつ集団を対象とした。自己

充実的達成動機と健康度 との関連については、そこに介

在する要因をも視野に入れて、他の集団などを用いるこ

とによってさらに検討が進むと考える。

2)対 象者の特性、特に自覚的健康度と生活習慣につい

て

本研究 の対象者は更年期 にあり、SMIの 得点や回答

分布か ら、 これまで報告 されてきた一般的な中高年女性

と同様の更年期症状21)を示 していた。 またそのSMI得

点 は年齢区分による有意な差が認められなかった。身体

的健康度が加齢と共に低下するのに比べて、自覚的 ・主

観的な健康度は必ず しも年齢 と単純な関係では変化 しな

いと言われている17)ことか ら、 自覚的健康度の指標 とし

てSMIを 用いたことは妥当であったと考える。

自覚的健康度と有意な関連を示 した生活習慣項目は、

自覚的ス トレスと野菜摂取のみであった。 自覚的ス トレ

スを日常生活の中でより強 く感 じている群の自覚的健康

度が低いことは、ス トレスを健康度の指標 として捉える

場合がある17,20)ことを考えれば、当然の結果であろう。

一方、丸山らは前述のように、適度のス トレスの存在が

人間の生活習慣にとって好ま しいという考えに立ち、

Breslowの 好ましい7つ の生活習慣に 「適度なス トレス」

を加えた指標を用いた16)。本研究において も自覚的ス ト

レスを生活習慣の一項目として捉えたところ、結果か ら

先の自己充実的達成動機と自覚的ス トレスとの関係 とは

異なる関係が窺えた。つまり、生活習慣 としての自覚的

ス トレスは、適度に感 じることが自己充実的達成動機を

高めているが、健康度としての自覚的ス トレスは、感 じ

ないほど健康度が高いという関係である。この結果から、

一般的にはス トレスの存在を健康にとって好 ましい要因

とは捉えにくいことが見て取れる。

3)自 己充実的達成動機尺度はよりよい生活習慣実行へ

の意欲を測定できるのか

自己充実的達成動機は、他者からの評価にとらわれず、

自分なりの達成基準への到達を目指そうとする意欲であ

る。いくつかの生活習慣項目において、良い生活習慣を

実行 している群の自己充実的達成動機が有意に高かった

ことか ら、自己充実的達成動機尺度は生活習慣変容へ自

らを動機づけ、自身の健康度を高めるその人の潜在力を

測定する道具にもな りうると考える。Penderは 個人の

心理学的因子である 「自己動機(Self-motivation)」22,23)

が、認識や感情に影響 して保健行動を促進することを示

したが、 これが具体的にどのような動機のことであるの

かは明確ではない。 しか し、健康には直接関係 しないよ

うに見える心理学的因子 としての何 らかの動機が、保健

行動を促進するということは、 自己充実的達成動機も同

様に、保健行動を促進す る可能性をもつことを示唆する

ものである。さらに、筆者 らは文献検討の中で、報酬 ・

懲罰のような外発的動機づけよりも行動変容に有効であ

ると考え られてきた内発的動機づけ24,25)が、自己充実的

達成動機 との共通点を多 く持つ ことを示 した5)。このこ

とも、自己充実的達成動機 と保健行動の間に関係がある

ことを支持 している。

筆者 らはこれまでに、健康教育対象者および看護者自

身の動機づけの側面から達成動機研究を概観 し、自己充

実的達成動機の考え方を取 り入れることがいわゆる 「動

機づけ」を評価する際に有効であると考えてきた5)。健

康教育の際、個別指導のみでなくグループ指導を組み合

わせることで、行動変容やQOL向 上に効果的であると

いう研究がある26)が、こうした効果的な方法 と個人の特

性がどのように関連するかについては検討されていない。

速水によると 「達成動機はきわめて一般的達成を予測す



る構成概念である」が、自尊感情のように個人内で比較

的安定 している特性でもなく、状況によって変化すると

いう24)。達成動機についても自己効力感のように、場面

や状況に応 じた尺度が開発される可能性がある。

4)今 後の課題

本研究の対象者は、SMIの 得点や回答分布から、 こ

れまでに報告 されてきた一般的な中高年女性 と同様の傾

向を示 している21)。しか し、特定地域に在住する婦人会

会員であり、調査の趣旨に同意 して自ら参加するという

健康志向の強い集団である。結果の解釈においては、 こ

のような対象選定上のバイアスを考慮することが必要で

ある。また、本研究では食事を中心とした日常生活習慣

項目を用いて自己充実的達成動機や自覚的健康度との関

連を分析 したが、人々の健康への動機づけの要因を探る

ためには、さらに広い概念としての保健行動や ライフス

タイルについて取 り上げる必要がある。

達成動機には、本研究で用いた自己充実的達成動機の

他にもう1つ の下位概念である 「競争的達成動機」があ

り、 この動機が高い人はス トレスを もちやす く飲酒が多

いとい う報告がある6)。つまり競争的達成動機は生活習

慣改善に対 してはマイナス要因となるものと捉えて、今

回の研究に含めなかった。 しか し動機づけには内発的動

機づけと外発的動機づけがあり、これまで対峙するもの

と捉えられてきた両者が、別の側面か らあるいは両者を

リンクすることによって学習を促進することが検証され

つつある24,25)。同様に、競争的達成動機が生活習慣改善

のある側面には促進的に働く可能性 もあろう。今後は、

競争的達成動機も含めて、健康への行動との関連につい

て検討 したい。

付 記

調査に協力いただいた方々に深 く感謝したい。なお、

本研究の一部は、第59回 日本公衆衛生学会総会において

発表 した。
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                                     Abstract 

  The purpose of this study is to discuss about the following three working hypotheses. i )People who 

 practice  good habits have higher self-fulfilment achievement motive. ii )People whose subjective condi-

 tion of health is good also have higher self-fulfilment achievement motive. iii )The scale of Self-

 fulfilment achievement motive can measure will toward good habits. 

  A questionnaire survey was conducted among middle-aged  and older females. The questionnaire in-

 cluded scales and items such as self-fulfilment achievement motive, health behavior and self-rated 

 health (measured by simplified menopausal index; SMI). The following results were obtained among 

 132 women. 

 1) On the relationship between self-fulfilment achievement motive and life style, the women who prac-

  ticed good habits on well-balanced diet, salt, vegetables and fruit had higher self-fulfilment achieve-

  ment motive. Therefore,  i) was partially supported. 

 2) We could not find any relation with self-fulfilment achievement motive and self-rated health. 

  Therefore,  ii) was not supported. 

 3) From  these results and literature on the subjects, the scale of self-fulfilment achievement motive 

  can be used to measure "will and motivation" toward good habits. 

 Key words: achievement motive, motivation, life style, self-rated health, middle-aged and older female


